






































































































1 2 3 4 5 67 8 9 101112(学年)
言語領域
ド イ ツ 語
＼-ヽ′.J 史文学と
l 英 語 と フランス語
ギリシャ語とラテン語
数 領域算 }選 択
数 学
-薮"-"/





技 .芸術領域 博 物 学
物 理
化 学
; 色 彩 画 と 線 画 : 芸術(美学)
l 音 楽
オイリユトミー (トー ンオイリユトミ.-.含)

























































































































































































































































神奈川大学心理 ･教育研究論塊 第31号 (2012年 3月 31日)
生かしながら,古代史をまとめる｡11学年では,
文学作品を介しながら,中世 ･近世の歴史をた







































































































































































































































































































































































































































































































































































記体を展開する｡ ドイツ語の活字体 もまず措 き､ そ
れから読む (r読むj)o見るもの､読むものを書き
























































































































神奈川大学心理 ･教育研究指炎 第 31号 (2012年 3ノ｣31日)
人々や物語と似ているか否かをはっきりさせる｡パ











































































































































































音響学 ･光学 .熱学 ･電磁気学の知識を広げてい
く｡これに加えて､てこ･波紋 ･滑車 ･斜面 ･気柱 ･
ねじ等の､力学の重要な基礎概念を学ぶ｡
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神奈川大学心願 ･教育研究諭盤 第 3)早 (2012年 31】31El)
-8年-
6･7年の継続｡実際的応用を示す｡加えて流体
















































とえば塩 ･酸 ･塩基 ･可燃性物質について述べたの
ちに､個々の元素 (Stoff)について考察するoたと
えば､硫黄を扱う場合､地球の火山活動の一部 とし
て考案すると同時に､生きた蛋白質の中に存在する､
動 ･植物及び人間の物質交換 (新陳代謝)の捉進力
として考察する｡そして､硫黄元粟は､自然の普遍
的な硫黄活動の中で､活動を停止 し､静止状態に遷
した凝固部分として把握されるo あらゆる元素がこ
のように考察される｡
このように硫黄について説明するならば､硫黄は､
たとえば砂糖や他の炭素化合物のように､r有機的J
で､地球上のすべての生命活動を貫通している過程
(Prozess)として姿を現わす｡
｢元素｣と､包括的な世界活動 ･人間活動 との関
わりを示すことによって､ F元素Jの中で硬化 した
ものが､生き生きとしたものになるのである｡｣(S.49.)
-12年-
｢ここでもまた､まとまりが重要になる｡たとえ
ば､ペプシン形成などの過程と､ 自然界における生
成過程の相違を､例を用いて考察する｡また､化学
産業が現代文明に対して持っている意味を考察する｡｣
(S.53.)
博物学 (NatUrkunde)
-4年-
｢自然界を空想的倫理的に取 り扱う姿勢から､自
然物を客観的に観察 し､認識的に取り組む姿勢へと
進んでいく｡｣ ｢まず初歩的な人間学 (Menschen-
kunde)において､芸術的なまた畏敬に充ちた方法
で､人間を示す｡そののち動物界を示す｡その際､
動物界は特に人間との関わりで考察する｡個々の動
物について説明し､動物の器官 ･桟棟(Organisation)
と人間のそれを比較するのである｡教師は､ これに
よって､動物界の多様性が人間の中では明確な秩序
と調和を保って一つにまとめあげられているという
実感を､子どもたちに与えられるように教えていく｡｣
(S.25.)
-5年一
子どもたちに馴染の薄い動物連を扱うが､見知 ら
ぬ動物をも､子どもたちがありありと思い描けるよ
うに説明していく｡
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教市秋程研究の批点から見る教育史日 )-1919-25年における自由ヴァル ドルフ学校の教IJLf耽柁-
次には､観察対象が人間及び動物から植物へと移
行する｡ ｢植物学は､つねに大地の営みとの関連で
取り扱われる｡そして､大地は生きた有機体として
考えられる｡｡｣ (S.27.)
-6年-
5年の植物学を継続し､それから鉱物界へ移行す
る｡ ｢鉱物は徹頭徹尾地理との関係で観察される必
要があり､地質学的関連からはとりたてて述べない｡
たとえば､石灰岩の山と花尚岩の山が与える正反対
のイメージを､子どもに理解させたのち､個々の石
灰岩と花商岩を子どもの目の前に置いてみる｡｣
(S.30.)
一 7年一
｢生徒たちは､これまでの数年で､人間から動物
界､植物界､大地､更に個々の鉱物について考察を
進めてきた｡この自然観察は､再び人間へと戻って
くる｡
人間の栄養と健康の関係について述べる｡本来の
子ども時代が終わり､性的成熟期に入ろうとしてい
るこの学年の生徒たちは､栄養と健康の関係につい
て理解し､興味をもつのに十分なほど成長している
し､また､これ以後の人間が陥ってしまうようなェ
ゴイズムにも､まだ陥っていない時期に位置してい
る｡｣ (S.32L)
-8年-
｢生徒が社会-出ていく時､彼は､自然界の総体
(ZusammenfassungderNaturrelChe),つまり
ミクロコスモス (Mikrokosmos)としての人間像
を携えて出ていかねばならない｡
器官組総の機能の相違や､組織同士の調和のとれ
た相互作用が明らかにされねばならない｡すでに､
身体的なもの､心的 ･精神的なものとの関連で､病
気と健康について学んだ｡いまや､生徒自身の十分
に成長した身体を通して､骨と筋肉の仕組みや､目
の内的構造など､人間において力学的及び物理学的
概念によって理解されるものについて学ぶ｡｣(S.36.)
-9年一
人間学 (Anthropologie)を継続0
-10年-
｢人間学の中で､器官 (Organ)及び器官の作用
が､心意的 ･精神的なものとの関連で描き出される｡
個人としての人間から､民族学へと進む｡他に､鉱
物学と結晶学が取り扱われる｡授業のこの部分は､
地球を形態学的全体として措く地理とつながってい
る｡こうして鉱物学的 ･地質学的なものとの関連で､
たとえば､石灰について話す｡地上での石灰化過程
や､人間や動物の生命体 (OrganlSmuS:有機体)
の中での皮膚形成 ･骨形成は､いかに人間が自然の
石灰化過程を克服しなければならないかを示 してい
る｡
また､金属の様子や化学反応を十分に説明するこ
とと並行して､地理や人間の組織における作用につ
いても話す｡｣ (S.44.)
博物学 (Naturgeschichte)
-11年-
｢細胞学が全般的に論じられる｡そして､植物学
は単子糞植物まで｡
細胞学は､最も小さいものの中においても大字苗
的関係が現われていることが至るところで理解でき
るように説明されるOたとえば､細胞分裂の際､有
犠体は字苗の根源的現象を再現している｡
植物学においては､植物が､大地や全宇笛の作用
との関わりで理解されることに重点をおく｡｣(S.48.)
-12年-
｢顛花植物について全般的に論 じるoそれから再
び動物学の最終的な考察をおこなう｡動物界のおも
な系統を説明し､人間の個々の器官組織が動物グル-
プの個々の組織への広がりとして明確化される｡同
時に､個々の動物は人間の一個の器官あるいは器官
の一部分として見徹されるO
低学年の動物寓話や初歩的動物学の中で､具体的
に教えた内容が､最終学年で､学問的に考案される｡
同時に､全体をつなぐ糸としてすべての授業を貫
流している人間学によって､自然の全嶺域が全体-
まとまりとして見渡せるように試みる｡｣ (S.53.)
- 47-
